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平成25年 分

/
※該当箇所に[蚤 こと

政 治 団 体 の 区 分

3代 表 者 の 氏 名　神田憲 次

4会 計責儲 の氏名　水田康芳

口 政 党 口 政 治資金規 正法第18条 の2第1項

□ 政 党 の 支 部 の 規 定 に よ る 政 治 団 体

目 政 治 資 金 団 体 〆 〆 の 他 の 政 治 団 体

□'そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

活 動 区 域 の 区 分
、

□2以 上 の 都 道 府 県 の 区 域 等E〆 同 一 の 都 道 府 県 の 区 域 内/

事務担当者の氏名　中島未有希
資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 有 無 国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 区 分

1/

(電話)ク よΣ(ヌ52一)タ8ク2

(電話)ク ノ〃(」ソ♂勿 〃2よ

□ 有

公職の種類

(現 職 ・ 候 補 者 等)

資金管理団体の届出をした者の氏名

匠/黙灘 糞翻繋 謙

1オ 政 治資金規正 法第19条 の7第1項
/ 第2号 に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者の氏名

神田憲次

□ 無

公職の纐 象議 彦議 藁/

(韓 ・/候 補 者 等)
/

(電話)
＼/ 資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 期 間 国 会議 員 関係 政 治 団 体 に関 す る

特 例 の 適 用 期 間

平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで

平成 年 月 日から
平成 年 月 日まで「本年の収入額」及び 「支出総額」が ともにrO」 の場合

で、かつ、資産等が全て 「無」の場合は、表紙(①)及 び

②、⑰、⑳ の4枚 のみ(国 会議 員関係政治団体は、政治資金監
査報告書 を添付 して)提 患 して くだ さい。

来報告年の途中で資金管理団体の指定又は取消を行った場合

のみ記入
楽報告年の途中で国会議員関係政治団体の指定又は取消を

行った場合のみ記入

①1受 付番 号1ト 伍早1
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収 支 の 状 況

1収 支の総括表

収 入 総 額(a)十(b)=A
十億

ヅ訟 ∂15 o δ 8
/

/

/

ジ

(前 年 か らの繰 越 額)(a) o

(本 年 の 収 入 額)(b) / 顔olo 0 ρ ク

支 出 総 額B β

■

よ 〃 タ鉾 ρ

翌 年 へ の 繰 越 額A-B ノ

≡

/舛 タ ク ど o

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額 十億 百万 千 円

員 数 人

(2)寄 附

/

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か らの寄附
十億

遭 設 クチ ク ββ /(そ の7)に 内訳を記載

(うち特定寄 附) 一 一
(イ)法 人そ の他 の団体 か らの寄附 (その7)に 内訳を記載

(ウ)政 治 団体 か らの寄附 (その7)に 内訳を記載

小 計(ア)+(イ)+(ウ) / 醗 〃 o o o o /
(寄附の うち寄附の あっせ んによるもの)

イ 政党匿名寄附

合 計(ア+イ) / 顔 〃 〃 ク o ク /

②



、'ρ ∂
(そ の7)い ずれ かにチェックしてください。

↓ ※寄 附者 の区分ごとに別葉 とすること。
8

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 宮 個ム/□ 法人その他の団体 □政治団体

寄附者の氏名(団 体にあって
は、その名称)

金 額 年 月 日
住 所(団 体にあっては、主た
る事務所の所在地)

職 業(団 体にあって
は、代表者の氏名)

噛

備 考

茅申1ヨ 庭 丈
十億

男 6†ク
千

ρ ク ク
円
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こ の 頁 の 小 計(a) z 虜 〃〃 〃 o o
そ の 他 の 寄 附(b) ミ

≡

1

(注1)同 一の者 からの年間5万 円を超える寄附は個別に記載 してください。

(注2)寄 附をした者ごとに「名寄せ」して年 月日順に記載 し、寄附者ごとに「小計」を入れて
ください。

(注3)rそ の他の寄附(b)」と「合計(a>+(b)」の欄 は、最後の頁のみに記載 してください。

難 灘 脚(支 部'支部間を謝 から受けたものについては(その5)1こ記載し

⑦
門

■

合 計(a)+(b) /
≡

61〃
;

o ク ρ ク
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3支 出項 目別金額の内訳

.

.

1

(1)支 出 の 総 括 表

.

「

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費

(1)人 件 費

十億 百万 千 円

()
② 光 熱 水 費 .

卜 ()
(3)備 品 ・ 消 耗'品 費 ()
(4)事 務 所 費卜 ()
小 計 ()

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費
一
3 よ o 2 o /()

(2)選 挙 関 係 費 ()
(3)機 関紙誌の発行そめ他の事業費 ア～エの計()

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 ()
イ 宣 伝 事 業 費 (,)
ウ 政治資金パーティー開催事業費

一一一一胃一冒旧噂一

、 ()
エ そ の 他 の 事 業 費 ()
(4)調 査 研 究 費 ()
(5)寄 附 ・ 交 付 金

一 _1閏 闇一-■ ■■_■_■ ■■淵

(.1)
(6)そ の 他 の 経 費

幽(

)

小 計 3 よ o タ≧ o /()
合 計 δ 幽 ク三 タレ o

(注D「 資金管理団体」又は「国会議員関係政治団体」である期間中の経常経費に関する支出は、項 目(人件費除く)冑とに(その14)に内訳を記載してください。

(注2)政 治活動費は項目ごとに(その15)に内訳を記載してください。 七

(注3)本 部又は支部に対する支出にっいては、それらの項 目ごとにその額を備考欄( )内 に記載するとともに、様式(その16)に も記載してください.
・ ⑬

凸
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(3)政 治活 動費 の内訳 項 目別区分 《且 ♂職 堪 脅 愛/(幽 く織 ノ探 貨)
支 出 の 目 的 金 額 年 月 日

7

支出 を受 けた者 の氏名(団 体に
あっては、そ の・名称)

「'

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所在地) 備考

会冷委
十億 百万

婆' ゲ♪ '
平成

多 ソΣ'/惨蘇穿)甲 羅/ 董乗啄 豊栃牽)陥3ブク ノ
該乙禽 鼻パ 3 2 ダ/ ク　　 ヒ7ρタケρ2z

圏

〆 ア イ ・7ア/// 多セP薙撫 排 働1穆 場'一

一 一 一
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● ■

唾!7踊`6ジ
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● ■

● ■
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● ●

一 一 一
● ■

● ●

■ ●

■ ●

■ ●

■

一
● ■

1

一 一
● ■

● ■

こ の 頁 の 小 計 3 顔o 9 ノ ク (激)国 会議員関係政治団体である間に行った支出については1互 ヨ超、それ以外は5万 円以上
の支出をすべて個 別に記載し、それより少ない額の支出は 「その他の支出」欄に一括 して記載

してください。

(注)「 その他の支出」と「合計」の欄 は、右 上の項 目別 区分の()の 中の項 目ごとに、最 後の頁の
みに記載してください。

⑮

'

そ の 他 の 支 出

合 計 β 撰o
: 7 2イ ρ≡



ρIr'、

〔!

(そ の17)

資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

資産等の有無
一一

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土地 口 匠

イ 建物 口 凶

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 匿

工 取得の価額が100万 円を超 える動産 口 図

預金(普 通預金及び当座預金 を除 く。)又 は貯金(普 通貯金オ
を除 く。) 口 画

力 金銭信託 口 口

キ 有価証券 口 巨

ク 出資による権利 口 宮

ケ 貸付先ごとの残高が100万 円を超える貸付金 口 ビ

コ 支払われた金額が100万 円を超 える敷金 口 団

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権利 口 口

シ 借入先ごとの残高が100万 円を超 える借 入金 口 亘/
※有無について団 して ください。 ↓/

有に団の場合は・囎 別区分 ごと1こ(そ の18)を 作成 して ください.⑰
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宣 誓 書

添付書類(別 添 のとお り)

zr/領 収書等の写 し

`

□ 監査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

〆 政治資鑑 査報告書(国 会議員関鰍 治団体に限る.)

この報告書は、政治資金規正法 に従って作成 した ものであって、真実に相違 あ りません。

平成26年 〆 月 宕 日
/

政 治 団 体 の 名 称 紳咳嬢 搬/
会計 責任 者 の氏名 71く ・刃 蕗 牙

/ ⑳
./

代 表 者 の 氏 名 (代表者 については解散時のみ記入すること)

㊥

(注1)「 会計責任者の氏名」欄は、会計責任者の記名押印又は署名とし、署名の場合は必ず会計責任者本人が 自署してください。

(注2)解 散した場合のみ、代表者の記名押印又は署名も必要です。署名は必ず代表者本人が自署してください。

⑳



政治資金監査報告書

平成26年5月28日

神田憲次後援会

代表 神田 憲次殿
鋤_査 人榔 蕊 欝
登 録 番 号 第1531号

研 修 終 了 年 月 日 平成21年6月16日

1監 査の概要

(1)私 は 、 政治資金規正法(以下 「法」 とい う、)第19条 の13第1項 の規定 に基づき、神 田憲

∩ 次後援会の平成25年12月3日 か ら平成25年12月31日 までの法第12条 第1項 に規定する
L」 ノ

収支報告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳

簿、 明細 書 、領収書等、領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に

係 る支出 目的書(支 出の 目的が記載 された振込明細書の写 しを含む。以下同 じ。)に ついて、支

出に関する政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適正化委員会

が定める 「政治資金監査 に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュアル」とい う。)
に基づき行った。

(3)私 の責任 は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成又は

徴取した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴

し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、政治資金監

査マニュアル に基づき政治資金監査 を行 った結果を報告す ることにある。

(4)こ の政治資金監査は、神 田憲次後援会の主たる事務所において行 った。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとお りである。

○
(1)法 第1 9条 の13第2項 第1号 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、領収書等、領

収書等 を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書 に係 る支出 目的書が保存 され

てい た。

(2)法 第1 9条 の13第2項 第2号 に規定す る事項について、会計帳簿には、当該国会議員関係

政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員関係政治団体の会

計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第1 9条 の13第2項 第3号 に規定す る事項について、法第12条 第1項 に規定する収支

報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書

及び振込明細書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第1 9条 の13第2項 第4号 に規定す る事項について、領収書等を徴 し難 かった支出の明

細書及び振込明細書に係る支出目的書は、会計帳簿に基づいて記載されていた。

3業 務制限

神 田憲次後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定 に違反す る事実はない。

また、神田憲次後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者との間において

も、 同様 で あ る。

以 上

,


